
【事例発表】

拒絶から受容、チャレンジへ！

ＤＸに取り組んだ３年間

株式会社ヘルステクノロジー 代表取締役

和 泉 逸 平

愛媛介護ＤＸフェア
２０２４年６月２１日 １３：３０～



愛媛FCサポーターです
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２００５年１１月１１日
約２２万人分
Ｊリーグチェアマンに署名を提出

２０２０年より
非公認オンライン勉強会を実施
現在 １３０回開催
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自己紹介

和泉逸平 愛媛県愛南町出身 １９７３年生

【介護・福祉】 社会福祉法人るりこう会 理事

【公衆衛生】 公益財団法人国際医療財団 理事・事務局長

【歯科口腔】 一般社団法人国際歯科医療安全機構 事務局長

【医療】 医療法人社団醫光会 監事 （訪問医療）

（認知症予防 東京大学酒谷薫先生）

【精神・障害】 公益財団法人正光会 監事 （精神科病院）

【ロボット】 株式会社ヘルステクノロジー 代表取締役

（株式会社菊池製作所関連会社）

【関連ネットワーク】

サスケアリンク 理事

ふくしまロボットシティ推進協議会 運営委員

特定非営利活動法人寺院ネットワーク 理事・事務長

愛媛サポートクラブ 代表

HUB

寺・墓

介護

認知症
予防

訪問
医療

精神科
医療

障害
福祉

歯科
医療
安全

公衆
衛生

ＤＸ

ロボット

サッカー
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活動の背景

様々な分野と連携しています

ロボット

×大学（約５０）
医療・福祉
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介護施設運営からロボット開発へ（２０１５年）

試作ロボットを実証依頼に行くも
→ もっと役に立つものを持ってきて欲しい

デジタル化

ＩＣＴ・ロボット導入

難易度★ ★ ★ ★ ★目指すべき目標

生産性の向上

サービスの質向上
スタッフは無関心
うまくいかない

どうやったらデジタル化で
効果的に生産性向上、サービスの質向上に

つなげられるか

令和２年度ＡＭＥＤロボット介護機器開発標準化事業

国内 ４件
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２０２０年から２０２３年の変化

ユニット型特別養護老人ホーム ５０床 ＋ ショートステイ １０床 他

大
量
離
職

取
組
開
始

２０１８年を起点とした売上高と人件費の増減額推移
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数字よりも変わったこと

雰囲気
コミュニケーション

全体像の把握
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本日お伝えすること

① 介護事業所の現状

② 業務改善で実施したこと

③ ターニングポイント

④ デジタル技術の活用

⑤ カスタムメイドの改善サポート
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介護事業者の現状

赤字事業所が増えています
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介護事業者の現状

今後１０年の存続について聞いてみました（介護関連事業の経営者・役員からの視点）
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介護事業者の現状

新しい課題１

入居者不足
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介護事業者の現状

働く環境について聞いてみました（介護スタッフからの視点）
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介護事業者の現状

新しい課題２

制度は変わる
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介護事業者の現状

介護報酬改定

テキストマイニング
膨大なテキストの山を分析し、貴重な
情報をマイニングする(掘り当てる)
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介護報酬改定をテキストマイニング

働きやすい？
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介護報酬は上がったけど、やることも増えた

生産性向上

ＢＣＰ

身体拘束防止

虐待防止

直接処遇のみ

管理者

スタッフ

これまで

営業・請求・雑務 管理者

スタッフ

リーダーにはなり
たくない

ストレス大

これから

リーダーになるた
めの研修実施

処遇改善加算

認知症対応力向上

科学的介護

リハ・口腔・栄養

医療連携

今回上乗せ

こういうことを
やりたくなかったので
この業界を選んだのに

人事評価の事項も
見直し

管理者・リーダーだけでは
対応困難



17

介護事業者の現状

新しい課題３

地域共生社会
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介護報酬は上がったけど、やることも増えた

横軸は勤務年数

２０年勤務しても赤色が多い

地域包括ケアシステムは

（2025年をめどに）

できていないと

回答されています



地域共生社会とは、
高齢者介護、障害福祉、
児童福祉、生活困窮者支援
などの制度・分野の枠や、
「支える側」、「支えられる側」
という従来の関係を超えて、
人と人、人と社会がつながり、
一人ひとりが生きがいや役割を持ち、
助け合いながら暮らしていくことの
できる包摂的な社会である。

今後高齢化が一層進む中で、
高齢者の地域での生活を支える
地域包括ケアシステムは、
全ての人が地域、暮らし、生きがい
を共に創り、高め合うことができる
地域共生社会の実現に向けた中核的
な基盤となり得る。

地域共生社会



高齢者の保険事業と介護予防の一体的実施

予防事業について

健康無関心層にどうアプローチするか

健診未受診者
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幅広い連携ができるかがこれからの課題

介護施設が抱えている問題

働く人が不足している

利用する人も減っている

介護施設内だけでは
解決できない
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介護事業者の現状

新しい課題４

ＩＣＴ・ロボット
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介護事業者の現状
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介護事業者の現状

デジタル化やＩＣＴ導入について聞いてみました
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介護事業者の現状

新しい課題５

ＤＸ
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DXと聞いてどう感じますか？

だいたい抵抗されます 働きやすい環境を作るためにどうするか

ＤＸ

取り組みたい

やりたくない

介護なのに

歳だから

逃げたい
理解できない
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『DX』を活用した業務改善

ＮｅｘｕｓＢａｓｅＤＸ

生産性の向上

サービスの質向上

ＤＸ
デジタル化

ＩＣＴ・ロボット導入

人材不足解消

STEP  1

事業所内のデジタル人材の育成STEP  2

DX認定（DX推進の準備を整える）STEP  3

改善可能性を可視化

人材開発支援助成金

実質負担 90,000円〜

500,000円〜

DX認定申請サポート

200,000円〜

事前分析サービス
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本日お伝えすること

① 介護事業所の現状

② 業務改善で実施したこと

③ ターニングポイント

④ デジタル技術の活用

⑤ カスタムメイドの改善サポート
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業務改善で実践したこと

厚生労働省老健局発行

業務改善の手引きを実践

業務見える化ツールで断念
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと１

現状把握
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業務改善で実施したこと 現状把握
現在の状況（2020年4月1日～28日）4週間 28日

現在の理論値 882時間 31.5時間×28日
理想値 742時間 26.5時間×28日

介護施設の人員基準は入居者3人に対してスタッフ1名の３：１
現実、勤務シフトを考慮すると2.4：１で運営するのが妥当

課題を踏まえ、業務改善実施へ
令和2年度ロボット介護機器開発事業
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと２

辞職理由調査
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業務改善で実施したこと
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと３

業務量と配置



介護計画

勤務シフト
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簡単に可視化できる仕組みづくり

業務量と配置を可視化すること
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簡単に可視化できる仕組みづくり

R2年度AMEDロボット介護機器標準化事業

24時間シートを20分/1人で作成

サポートレベルを可視化

介護計画

勤務シフト

カレンダーに展開

人員過不足を
可視化

現状を直感的に把握
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと４

採用・定着
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業務改善で実施したこと



39

業務改善で実施したこと

取り組んだこと５

センサ連携
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業務改善で実施したこと

骨格＆重心 福島県作業療法士会との

介護ロボットニーズシーズ連携（H30、R1）
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業務改善で実施したこと

24時間タイムスタディとの比較

位置情報

確かに介護時間の把握はできるが、

費用対効果に見合わない
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業務改善で実施したこと

■看取り時 ■居室内の状況把握

ベッドにいません！

ベッドセンサ
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業務改善で実施したこと

睡眠データと介護記録
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと６

データ集計
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業務改善で実施したこと

巡視・・・覚醒中 総計

2月 3月 4月

夜勤A 824 920 722 2,827
夜勤B 234 154 174 641
夜勤C 533 540 431 1,727

A-1 488 492 353 1,509

A-2 336 428 369 1,318

B-1 114 68 69 292

B-2 120 86 105 349

C-1 225 251 182 750

C-2 308 289 249 977
総計 1,591 1,614 1,327 5,195

2月 3月 4月

夜勤A 824 920 722 2,827

A-1 488 492 353 1,509

A-1-1 90 59 34 228

A-1-2 13 11 6 38

A-1-3 19 38 27 100

A-1-4 100 85 74 290

A-1-5 26 32 26 93

A-1-6 81 100 40 223

A-1-7 54 91 102 292

A-1-8 40 31 11 85

A-1-9 63 42 29 151

A-1-10 1 3 3 7
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業務改善で実施したこと

夜間の記録

7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24(0)25(1)26(2)27(3)28(4)29(5)30(6)

1 在床 2/19 60 56 29 2 0 0 0 0 0 0 0 17 60 60 60 60 60 60 60 60 60 58 55 60 877

2 入眠 2/19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 6

3 覚醒 2/19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 5

4 排泄 2/19 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 6

5
起床
就寝 2/19 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

1 在床 2/20 60 32 0 2 0 0 0 0 0 0 0 34 60 60 60 56 58 60 60 60 53 58 51 60 824

2 入眠 2/20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

3 覚醒 2/20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 1 1 1 1 10

4 排泄 2/20 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 8

5
起床
就寝 2/20 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

1 在床 2/21 55 28 53 60 32 0 34 42 47 59 4 60 60 60 60 56 60 58 60 60 60 60 60 60 1188

2 入眠 2/21 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 1 1 8

3 覚醒 2/21 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 4

4 排泄 2/21 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 8

5
起床
就寝 2/21 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3
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業務改善で実施したこと

データ連携 事務部門

共通部門

介護報酬請求 タイムカード 給与 経理

会計事務所

データの連携・集計

分析・集計

フィードバック

介護部門

介護記録
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業務改善で実施したこと

取り組んだこと７

デジタル人材
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業務改善で実施したこと

Microsoft３６５の活用

Excel

Forms
OneDrive

Teams

フォームを作る フォームを活用フォームを使う 自動処理

Power 

Automate

Power 

Apps

アプリ化
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業務改善で実施したこと

結果
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取り組んでいく順番

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階

人 関係性 仕事の質 利用者満足

人員が足りない

夜勤が多い

ワンオペ

不安・不公平

教えてもらえない

理念が無い

ケアマネジメント

情報共有

職務分掌

科学的介護

気づきの活用

専門性

求人数を
増やす

マニュアル
動画

定着率を上げる

評価基準
人事考課

リーダー育成

地域連携

認知症ケア

自己実現
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２０２０年 → ２０２３年

どこから手をつけたらいいか分かりません

何とかして欲しい

• 突然のベテランスタッフ大量離職

• 課題は入職してもすぐ辞める

求人応募件数（年）
  5件 → 50件

新人定着率（年）
40% → 90%

専門家

サポート

総勤務時間 12％減
※人員減は実施せず

令和５年度経済産業省 地域DX 促進環境整備事業

Ｒ２ → Ｒ５ 収入３，０００万円増

事前に改善効果（金額）が分かると実施しやすい

人件費 １，０００万円減 投入金額 ２５０万円（1年間）

次の課題
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本日お伝えすること

① 介護事業所の現状

② 業務改善で実施したこと

③ ターニングポイント

④ デジタル技術の活用

⑤ カスタムメイドの改善サポート
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ターニングポイント

変化への拒絶

担当者を孤立化させる
決定事項を放置

デジタルから手書きへ
８時間夜勤から１６時間へ
個別ケアから集団ケアへ

葛藤・受容

理念の共有・情報開示
あるべき姿の共有

2006 2019 2023

覚醒

方針発表会の実施
自ら課題設定し取組む

開設 介護維新の会

納得感なきトップダウン 伴走サポート

制度をベースにした押しつけ 施設の決定を後押し

和
泉

大
量
離
職

成
功
体
験

り
ん
ご
教
室

理
念
共
有
開
始

２０１５

自走化
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まとめ ディスカッション

介護ロボット導入
R5補正 300億円計上

介護施設

超高齢化社会なのに
利用希望者減

ＤＸ
今の仕事のやり方を

見直し

デジタル化

ＩＣＴ・ロボット導入

３割はICT未導入

伴走支援

改善可能性を
推測します

事前分析サービス
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本日お伝えすること

① 介護事業所の現状

② 業務改善で実施したこと

③ ターニングポイント

④ デジタル技術の活用

⑤ カスタムメイドの改善サポート



57

情報に誰でもアクセスできるようになりました

TV 新聞

専門誌

スマホやタブレットでいつでも検索可能

情報に地域、時間、言語などの差が無くなりました。
情報の取捨選択が大事になりました
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情報セキュリティ１０大脅威 2024年版

「個人」向け脅威（五十音順）

インターネット上のサービスからの個人情報の窃取

インターネット上のサービスへの不正ログイン

クレジットカード情報の不正利用

スマホ決済の不正利用

偽警告によるインターネット詐欺

ネット上の誹謗・中傷・デマ

フィッシングによる個人情報等の詐取

不正アプリによるスマートフォン利用者への被害

メールやSMS等を使った脅迫・詐欺の手口による金銭要求

ワンクリック請求等の不当請求による金銭被害

順位 「組織」向け脅威

1 ランサムウェアによる被害

2 サプライチェーンの弱点を悪用した攻撃

3 内部不正による情報漏えい等の被害

4 標的型攻撃による機密情報の窃取

5 修正プログラムの公開前を狙う攻撃（ゼロデイ攻撃）

6 不注意による情報漏えい等の被害

7 脆弱性対策情報の公開に伴う悪用増加

8 ビジネスメール詐欺による金銭被害

9 テレワーク等のニューノーマルな働き方を狙った攻撃

10 犯罪のビジネス化（アンダーグラウンドサービス）
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ランサムウェアによる被害（徳島県半田病院）

今回のインシデントは起きるべくして起きしてしまったインシデントであった。病院側のセキュリティに対す

る意識が低かったというのは事実であるが、地域医療の拠点である半田病院であっても、事実上、情報システ

ム担当者は1名の状態で運用していた。このような状態でサイバーセキュリティの知識を深めることや設定の見

直しなどを行える状況になく、日々の機器やシステム、ネットワーク運用で手一杯の状況であった。 また今回

のインシデントは、このようなインシデントを予測し、準備できていなかった半田病院側の責任がある一方で、

電子カルテシステムを始めとした周辺機器やシステムなどを提供している事業者、そして本インシデント対応

に関わった事業者の不誠実さの連鎖が生じていたのも事実である。その結果として、通常診療を取り戻すため

に2か月強の時間を要してしまった。しかしながら、不幸中の幸いにして、インシデント対応は地震災害を主と

して作成、運用していた事業継続計画が功を奏し、インシデント対応に円滑に入ることができた。本教訓から

の学びとして、既存の事業継続計画を見直し、サイバーセキュリティインシデントも含めた上で、事業継続計

画が機能するように半田病院だけでなく、全ての医療機関でも行われるべきである。 
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STEP2 事業所内のデジタル人材の育成

応募減少 定着しない 高齢化

私たちにデジタルは難しい！

人材不足

人材開発支援助成金

Excel

Forms
OneDrive

Teams

タイムカード＋健康チェック → 未提出者リスト作成 → リマインドメール送信

フォームを作る フォームを活用フォームを使う 自動処理

習慣化内製化

自走化

Power 

Automate

Power 

Apps

研修例） アプリ化

【参考】5人受講 115,000/人・11時間 ＝ 575,000 75%補助 431,250円 960円 × 55h = 52,800円 実質負担 90,950円

デジタル人材の育成

成長サイクル

キャリアパス
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STEP３ DX認定
ＤＸ認定制度（情報処理の促進に関する法律第三十一条に基づく認定制度）

「情報処理の促進に関する法律」に基づき、「デジタルガバナンス・コード」
の基本的事項に対応する企業を国が認定する制度です。
約80％の認定事業者がＤＸ戦略の推進に効果があったと回答しています。

メリット１：ＤＸ認定制度ロゴマークの使用
認定事業者がホームページや名刺等で「自社がDXに積極的に取り組んでいる企業」であることを社内外に向けてPRするためのロゴマークを作成し
ました！

メリット２：中小企業を対象とした金融支援措置
日本政策金融公庫による金利優遇
ＤＸ認定を受けた中小企業者が行う設備投資等に必要な資金について、基準利率（1.20%）よりも低い特別利率②（0.65%）で融資を（※）受ける
ことができます。

中小企業信用保険法の特例
ＤＸ認定を受けた中小企業者が、情報処理システムを良好な状態に維持し、戦略的に利用するために必要となる設備資金等について、民間金融機関
から融資を受ける際、信用保証協会による信用保証のうち、普通保険等とは別枠での追加保証や保証枠の拡大が受けられます。

メリット３：税制による支援措置
ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）投資促進税制
デジタル人材の育成・確保に取り組むとともに、成長性の高い海外市場の獲得を含めた売上上昇につながる「攻め」のデジタル投資を促すため、全
社レベルのDXに向けた計画を主務大臣が認定、DXの実現に必要なクラウド技術を活用したデジタル関連投資に対し、税額控除（５％又は３％）も
しくは特別償却30%を措置します。

メリット４：人材育成のための訓練に対する支援措置
人材開発支援助成金（人への投資促進コース）
ＤＸ認定を受けた事業者は高度デジタル人材訓練の対象事業主としての要件を満たし、訓練経費（最大75%）や訓練期間中の賃金の一部（最大960
円/時間）等について助成を受けることができます。

https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dgc/dgc.html
https://www.meti.go.jp/policy/it_policy/investment/dx-nintei/DigitalTransformationCertificationLogoMark.pdf
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『DX』の活用 働き方を変えるためのツール選定

業務支援

直接介護 間接業務

移乗

排泄

入浴

ノーリフトケア ユニットケア研修

マッスルスーツ

安心ひつじα

看取り

配送ロボット

見守り

レクリエーション

サスケアリンク

FTcare-iTOS

フレイル認知症予防（東京大学酒谷先生）

肺炎予防（総合南東北病院口腔外科）

感染対策（公益財団法人国際医療財団）

補助金・助成金の活用
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【厳選】喋ラボeditor いきなり議事録サービス
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本日お伝えすること

① 介護事業所の現状

② 業務改善で実施したこと

③ ターニングポイント

④ デジタル技術の活用

⑤ カスタムメイドの改善サポート
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カスタムメイドの改善サポート

強み１

複数社と連携



開発者との連携

株式会社菊池製作所との連携 多分野の最新情報をいち早く検証



業務改善事前分析サービス＋介護記録ソフト＋ベッドセンサを３カ月貸し出します

ＤＸに取り組む前のレンタルプランを作りました

データ分析

説明
設置

１ケ月目 ２ケ月目 ３ケ月目

1名の
記録入力

改善案作成分析結果

介護計画
モニタリング
データ連携
他機能体験

研修２研修１

・データ分析結果の説明
・過去の事例紹介
・ディスカッション

・事業の振り返り
・ＤＸの最新事例紹介
・ディスカッション

レンタル期間の実施内容

設置説明

・データ分析の必要性
・過去の事例紹介
・分析用データ受取

研修
１

研修
２

施設訪問時の実施内容

レ
ン
タ
ル
開
始

終了回収

継続利用

期間終了

Gateway

介護記録ソフトウェア ベットセンサ

ＤＸ体験プラン 業務改善事前分析サービス
介護記録ソフト＋ベッドセンサ

取り組む優先順位を提案

売上・人件費 勤務シフト

データ連携による分析・可視化

１次分析
売上増 ４

採用定着 １

人員配置 ２

勤務時間 ３

デジタル化 ５

NexusBaseDX 事前分析サービス

1
2
3
4
5

売上

稼働率

勤務時…時間単価

人件費率

事前に改善効果を算出します

ルーター
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カスタムメイドの改善サポート

強み２

多分野連携



• この約１０年間で新しい制度が乱立し、ガイドラインがそれぞれの基準で制定

全体把握が難しい状態へ

従業員 配偶者

子供

老齢

使用者

定着支援

働き方の見直し

人的資本経営

休暇取得

健康保険組合
定期健診

健康促進

生活習慣の見直し

福利厚生

事象所

介護保険制度
健康知識
投資・保険
お寺・葬儀・墓
相続等

生活するうえで
欠かせない情報
なのに、
知らないことで
損をしてしまう
ことが増えた

その情報を
探そうとしても
何が正解なのか
分からない労働災害



• りんご教室とAICOG（血液データによるMCI相関テスト）

• りんご教室＝体験型健康医学教室 何歳からでも心と身体は生まれ変わる

【健康とエビデンス】りんご教室の成果

体験型健康医学教室

医学 細胞の働き

運動学
姿勢と筋肉
運動と成長ホルモン

栄養学
脂質について
（肉・植物・魚）

精神学
ストレスについて
睡眠について

＋宿題（自宅で行う）



• 意思だけでやれるものではない

１．環境を理解する
うまくいかない環境因子をリストにする

２．ルールを作る
うまくいかない場合の対応を決めておく
誰かと一緒に実施する（宣言する）

３．モニタリングする
毎日の進捗を記録する
報告できる仲間を作る

やっては見たけど、習慣にはならない

正しいのかな

いつでもやれる

効果が見えない

環境が整わない

一度やれると

悪い習慣を変える
継続できない理由

結局やらない



認知機能低下リスク判定をどう活用するか

【提案】

ＡＩＣＯＧの新しい活用方法
ＡＩＣＯＧ・・・健診データからAIが認知機能低下リスクを判定

データが変化しない場合の経年的変化の予測も可能

年１回

特定健診

特定保健

指導

ＡＩａｇｅｎｔ（生成ＡＩ）

毎日の生活改善をサポート

ワースケ＋おぺま

健康医学教室（りんご教室）

食事

運動

学び 体験 実践

ストレス
睡眠

地
域
共
通
語

心と体は毎日りんご1個分作り変えられる

生活習慣の改善

メタボ予防 ≒ 認知症予防 ≒ フレイル予防

認知症、がん、糖尿病、心筋梗塞、脳卒中

【自治体】
健診データの提供（大阪府羽曳野市 連携協定）

【運動・栄養メニュー】
健康アドバイスに留まることなく、プログラムが必要
個人の心身状態にあったプログラムを生成ＡＩで提案

【民間企業による実施】
クリニック、スーパー、介護施設など身近な場所で実施

【実施するための資金が課題】
不動産、保険会社、終活との連携

生活習慣に問題がある人は、生活自体にも問題がある可能性が高い
仕事以外のことを相談できる関係ができておらず、無知による選択に陥る場合がある

特定健診

受診率向上に寄与

現在の「メタボ予防」の仕組みにアドオンし効率性を高める



• くらしサポートセンター

AICOGを活用した持続可能な街づくり

くらしサポートセンター
運動・買い物

定例ミーティング

健康チェック
くらし相談

保険外事業

デジタルデータによる
健康チェック
認知機能 ＡＩＣＯＧ

Ｃｏｇｅｖｏ
転倒予防 歩行チェック
ストレス ＩｏＴ－ＰｏＣＴ
嚥下機能 エコーによる筋計測
栄養 ベジチェック等

ＡＩ＋オンライン

総合事業＋
保険外事業

くらしサポート

体験型健康医学教室

健康サポート

その他事業

マッチングサービス

住民
企業

企業

企業買い物、洗濯、お出かけ
終活（葬儀、お墓、相続） 紹介

登録

コラボヘルス

被用者保険
（健保組合・協会けんぽ）

行政
重層的支援体制

高齢、障害、子育て
生活困窮

連携

アウトリーチ



• 歯科口腔外科との連携

肺炎予防

飲み込み時に使用する筋肉を計測

食
事
介
助
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成

歯
科
口
腔
外
科
と
介
護
の
連
携

遂にヨーロッパの専門誌に論文投稿ができました
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カスタムメイドの改善サポート

強み３

新しい解決策



介護ロボット開発の応用

ワースケ＋オペマを生活習慣管理に応用

働き場所の提供も加えた生活習慣変容プログラム

7時 19時13時 1時10 時 16 時 22 時 4 時

就寝時間をずらすことができる
人員必要

1

2

プレフレイル計測フレイル認知症セミナー開催 B・C判定

健康医学教室（りんご教室）

食事

運動

学び 体験 実践

ストレス
睡眠

地
域
共
通
語

心と体は毎日りんご1個分作り変えられる

ワースケ＋おぺま

マニュアル動画

有償ボランティア＋食事提供＋送迎
テレビを見たり、将棋をしたり

全身：健康診断

口腔：嚥下筋運動：歩行軌道

生活習慣の管理



地域の大学と連携し実装

足利大学との連携



これらの方法によって生まれた新しい効果

介護にならないためのサービス提供介護になってからのサービス提供

要介護状態になってから考える
興味がない

予防活動によって介護以前から関係構築
健康でいることに興味を持ってもらう

頼れる存在
（地域）

困ったときに必要
（個人）

考え方が変化

介護の質の向上

介護施設内でも変化が起こる

何歳からでも心と身体は作り変えられる 睡眠、食事、ストレス、生活の考え方が変化
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よくある質問

勤務シフトの提案例



勤務シフトの提案

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ １

日

夜

一般的な勤務体系・・・１１時間のインターバルが取れていない

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ １

早

日

遅

夜

夜勤８時間・・・非効率

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ １

早

遅

夜

早２

遅２

提案



勤務シフトの提案

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ １

日

夜

一般的な勤務体系・・・１１時間のインターバルが取れていない

介護計画 勤務シフト
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よくある質問

１つだけ導入するとしたら
何をおススメしますか？
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マインドを変えることです

課題設定力
現状を評価し要改善点を
認識し、実行案件を選択
できること

課題達成力
課題解決のための方策・
実行体制・管理手法があ
り、意思決定体制がある

こと

自主発動力
変化の必要性が組織内で
共有され、自主的な取り
組みを始められる素地が
あり、モチベーションが
維持されていること

自走力



例）ベッドセンサは離床センサではない

販売側の提案

ベッドセンサでバイタルも分かります

導入側の実体

離床を検知して欲しい

圧電センサや空気センサの特性上、離床判定は一番弱い機能となりますが、判定はします
本来は生活リズムの把握や、変化を知って、生活の質の改善につなげて欲しい
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今の現在地を認識して欲しい

第1段階 第2段階 第3段階 第4段階

人 関係性 仕事の質 利用者満足

人員が足りない

夜勤が多い

ワンオペ

不安・不公平

教えてもらえない

理念が無い

ケアマネジメント

情報共有

職務分掌

科学的介護

気づきの活用

専門性

求人数を
増やす

マニュアル
動画

定着率を上げる

評価基準
人事考課

リーダー育成

地域連携

認知症ケア

自己実現



現在地を推測するための分析ツールです

NexusBaseDX 業務改善事前分析サービス

生産性向上に取り組むための事前分析サービス

取り組む優先順位を提案

売上・人件費 勤務シフト

データ連携による分析・可視化

１次分析 売上増 ４

採用定着 １

人員配置 ２

勤務時間 ３

デジタル化 ５

NexusBaseDX 事前分析サービス 優先順位を提案

1
2
3
4
5

売上

稼働率

勤務時…時間単価

人件費率

ＤＸによる介護現場生産性改善

これまでの取組み 私たちが提案する取り組み方

デジタル化
ＩＣＴ・
ロボット
導入

目指すべき目標

生産性向上

サービス向上

スタッフは無関心
うまくいかない

難易度★★★ ＤＸ認定
デジタル化
の準備

目指すべき目標

生産性向上

サービス向上

ＤＸによる改善可能性を事前分析

事業所内デジタル人材の育成

採用・定着

働きやすい環境

処遇改善

デジタル化

よくある誤解

新しい発見はありません

出てくる課題は現場なら
すでに分かっていることです

そうだよねという感じです

ですので
課題解決の優先順位が重要

うまくいっているところは
できています

ここが分かるだけでも
メリットは大きいと思います



業務改善事前分析サービス＋介護記録ソフト＋ベッドセンサを３カ月貸し出します

ＤＸに取り組む前のレンタルプランを作りました

データ分析

説明
設置

１ケ月目 ２ケ月目 ３ケ月目

1名の
記録入力

改善案作成分析結果

介護計画
モニタリング
データ連携
他機能体験

研修２研修１

・データ分析結果の説明
・過去の事例紹介
・ディスカッション

・事業の振り返り
・ＤＸの最新事例紹介
・ディスカッション

レンタル期間の実施内容

設置説明

・データ分析の必要性
・過去の事例紹介
・分析用データ受取

研修
１

研修
２

施設訪問時の実施内容

レ
ン
タ
ル
開
始

終了回収

継続利用

期間終了

Gateway

介護記録ソフトウェア ベットセンサ

ＤＸ体験プラン 業務改善事前分析サービス
介護記録ソフト＋ベッドセンサ

取り組む優先順位を提案

売上・人件費 勤務シフト

データ連携による分析・可視化

１次分析
売上増 ４

採用定着 １

人員配置 ２

勤務時間 ３

デジタル化 ５

NexusBaseDX 事前分析サービス

1
2
3
4
5

売上

稼働率

勤務時…時間単価

人件費率

事前に改善効果を算出します

ルーター
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終わりです

長時間ありがとうございました

株式会社ヘルステクノロジー
〒979-2162 
福島県南相馬市小高区飯崎字南原65－1
菊池製作所南相馬工場内
電話：0244-32-0005 携帯電話090-3008-2628
URL : https://htf.jp MAIL ：info@htf.jp

和泉逸平
０９０－３００８－２６２８

Facebook、X、Instagramもやってます
ぜひフォローしてください
基本的にサッカーネタばかりです。
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